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【 目  的 】  

 家 畜 衛 生 分 野 で の 薬 剤 耐 性 モ ニ タ リ ン グ 体 制 (JVARM)の 一 環 と し

て 、 全 国 的 な 薬 剤 耐 性 菌 発 現 状 況 調 査 （ 以 下 本 調 査 ） が 行 わ れ て い

る 。和 歌 山 県 も そ の 初 年 度 平 成 12 年 度 よ り 毎 年 参 加 し て お り 、平 成

25 年 度 で 第 5 ク ー ル を 終 え た 。 参 加 各 都 道 府 県 で 年 1～ 2 菌 種 が 割

り 振 ら れ 、 こ の 調 査 に よ り 全 国 的 な 薬 剤 耐 性 に つ い て デ ー タ を 蓄 積

し 抗 菌 性 物 質 の リ ス ク 評 価 の 基 礎 資 料 と な っ て い る 。 し か し 、 本 調

査 は 調 査 対 象 が 農 家 1 戸 に つ き 健 康 家 畜 １ 頭 羽 と い う こ と 、 JVARM

の と り ま と め が あ り 検 査 結 果 が す ぐ に 確 定 し な い な ど 諸 処 の 事 情 に

よ り 今 ま で 検 査 成 績 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 っ て い な か っ た 。そ こ で 、

今 ま で の 成 績 を ま と め る と と も に 、 活 用 法 に つ い て 検 討 し た の で 報

告 す る 。  

 

【 検 査 対 象 及 び 方 法 】 （ 図 １ 、 ２ ）  

 第 1・ 2 ク ー ル (平 成 12～ 19 年 度 )は 調 査 菌 種 や 検 査 方 法 の 変 更 等

が あ り 本 調 査 の 基 礎 と 捉 え て お り 、今 回 は 第 3～ 5 ク ー ル (平 成 20～

25 年 度 )を 対 象 と し 、 大 腸 菌 の み 第 2 ク ー ル を 加 え 解 析 を 行 っ た 。

対 象 菌 種 は 薬 剤 感 受 性 指 標 細 菌 と し て 大 腸 菌 (Ec)と 腸 球 菌 (En)、 食

品 媒 介 性 病 原 細 菌 と し て カ ン ピ ロ バ ク タ ー (Ca)で 、 和 歌 山 県 は Ec

が 平 成 16、 20、 22、 24 年 度 、 Ca が 平 成 21、 23、 25 年 度 、 En が 平 成

20、 22、 24 年 度 に 実 施 し た 。 検 査 材 料 は 各 菌 種 と も 肥 育 牛 (B)、 肥

育 豚 (P)、 採 卵 鶏 （ L） 、 ブ ロ イ ラ ー (C )各 2～ 6 農 家 を 選 定 し た 。 選

定 数 は そ の 年 度 で 指 定 さ れ た 数 に 従 っ た 。 1 農 家 に つ き 健 康 家 畜 糞

便 1 検 体 で 原 則 と し て 菌 2 株 を 分 離 し た 。 細 菌 の 分 離 ・ 同 定 ・ 薬 剤

感 受 性 試 験 及 び 解 析 法 に つ い て は 、 農 林 水 産 省 動 物 医 薬 品 検 査 所 で

そ の 年 度 で 指 定 さ れ た 方 法 に 従 っ た 。薬 剤 感 受 性 試 験 法 は 平 成 15～

21 年 度 は CLSI(臨 床 検 査 標 準 協 会：旧 NCCLS)提 唱 の 寒 天 平 板 希 釈 法 、

平 成 22 年 度 か ら は 同 じ く CLSI 提 唱 の マ イ ク ロ プ レ ー ト に よ る 微 量

液 体 希 釈 法 で 実 施 し た 。 こ の 2 法 は 相 関 性 が 認 め ら れ て い る た め 結

果 に つ い て は 同 じ も の と 見 な さ れ る 。 検 査 薬 剤 数 は そ の 年 度 ・ 菌 種

に よ り 8～ 13 種 類 実 施 し た 。 結 果 に つ い て は 、 得 ら れ た 最 少 発 育 阻

止 濃 度 (MIC)を 耐 性 限 界 値 (ブ レ ー ク ポ イ ン ト )に よ り 感 受 性 (S)、 耐

性 (R)と 判 定 し そ の 割 合 で 耐 性 率 と し た 。ま た 、2 種 以 上 の 薬 剤 に 耐

性 を 示 し た 株 を 多 剤 耐 性 と し た 。  

 



【 結 果  １ 】  

 Ec の 分 離 菌 あ た り の 耐 性 株 数 は B45 株 中 17 株 、 P22 株 中 10 株 、

L28 株 中 12 株 、 C32 株 中 26 株 で あ っ た 。 Ca の 菌 分 離 率 は B28.6%、

P57.1％ 、L53.8％ 、C 分 離 な し 、分 離 菌 あ た り の 耐 性 株 数 は 6 株 中 5

株 、 P4 株 中 4 株 、 L7 株 中 2 株 で あ っ た 。 En の 分 離 菌 あ た り の 耐 性

株 数 は B34 株 中 13 株 、 P12 株 中 9 株 、 L18 株 中 13 株 、 C19 株 中 14

株 で あ っ た 。耐 性 菌 全 体 で の 多 剤 耐 性 は 83 株 (66.4%)で 、2～ 3 種 の

耐 性 を 持 つ 株 が 多 く 最 多 で 9 薬 剤 に 耐 性 を 示 す 株 が あ っ た 。ま た 、C

の Ec に 多 剤 耐 性 が 多 か っ た （ 図 ３ ） 。  

 

【 結 果  ２ 】  

 薬 剤 耐 性 率 に つ い て 菌 種 ・ 家 畜 種 で 成 績 を ま と め 、 全 国 の 耐 性 率

と 比 較 し た 。オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン ( OTC)で Ec、Ca が と も に 44.4%、

En32.5%、 家 畜 別 で は Ec の C、 Ca の P と L、 En の C で 高 い 耐 性 率 を

示 し た（ 表 １ ）。ア ン ピ シ リ ン (ABPC)で Ec25.2%、 Ca17.6%、家 畜 別

で は Ec の C、Ca の P で 高 い 耐 性 率 を 示 し た（ 表 ２ ）。ジ ヒ ド ロ ス ト

レ プ ト マ イ シ ン (DSM)で Ec31.7%、Ca22.2%、En19.3%、家 畜 別 で は Ca

の P で 高 い 耐 性 率 を 示 し た（ 表 ３ ）。ナ リ ジ ク ス 酸 (NA)で Ec13.6%、

Ca35.3%、家 畜 別 で は Ca の BC で 高 い 耐 性 率 を 示 し た（ 表 ４ ）。エ ン

ロ フ ロ キ サ シ ン (ERFX)で Ec3.2%、 Ca9.1%、 En22.9%、 家 畜 別 で は En

の P で 高 い 耐 性 率 を 示 し た （ 表 ５ ） 。 耐 性 率 に つ い て は 全 体 と し て

全 国 傾 向 と ほ ぼ 同 様 で あ っ た 。  

 

【 結 果  ３ 】  

 こ れ ら の 成 績 を 活 用 す る た め 、 対 象 農 家 に つ い て 検 証 し た 。 肥 育

牛 A 農 家 で は En で の み 耐 性 株 が 分 離 さ れ 、B 農 家 で は 耐 性 率 は あ ま

り 高 く な い が 、 分 離 さ れ た の は 多 剤 耐 性 株 で あ っ た （ 図 ４ ） 。 肥 育

豚 C 農 家 で は 、 テ ト ラ サ イ ク リ ン 系 薬 剤 に 耐 性 の 傾 向 が み ら れ 、 D

農 家 で は 3 菌 種 で 耐 性 に 違 い が 見 ら れ た （ 図 ５ ） 。 採 卵 鶏 で は 2 農

家 と も に 耐 性 率 は 低 い も の の 色 々 な 薬 剤 に 耐 性 が み ら れ た（ 図 ６ ）。

ブ ロ イ ラ ー 農 家 で は 、 2 菌 種 の 結 果 で 2 農 家 と も 耐 性 率 は 高 く 、 多

剤 耐 性 の 傾 向 が み ら れ た （ 図 ７ ） 。  

 

【 ま と め 】     

 耐 性 菌 の 6 割 以 上 が 多 剤 耐 性 を 示 し 、 ブ ロ イ ラ ー 由 来 の 大 腸 菌 で

多 い 傾 向 を 示 し た 。 菌 種 ご と 、 対 象 家 畜 ご と に 耐 性 に 差 が み ら れ 、

そ の 傾 向 は 全 国 と ほ ぼ 同 様 だ っ た 。 1 年 1 頭 羽 の 検 査 で は あ る が 、

今 ま で の 調 査 に よ り 農 場 ご と の 成 績 が ま と め ら れ る よ う に な っ た 。

ま た 、 同 じ 農 場 内 か ら 分 離 さ れ た 菌 株 で あ っ て も 、 菌 種 の 違 い に よ

っ て 耐 性 に 差 が 認 め ら れ た 。  



 

【 考  察 】  

 今 ま で 薬 剤 感 受 性 検 査 は 、 主 に 病 畜 由 来 分 離 菌 に つ い て ど の 薬 剤

が 有 効 か を 調 べ る た め に 実 施 し て き た 。本 調 査 は 約 10 年 を か け て 菌

種 ・ 家 畜 種 ご と の 耐 性 菌 を 調 査 、 そ の 成 績 の 積 み 重 ね に よ り 県 内 の

詳 細 な 耐 性 菌 の 状 況 を 知 る こ と が で き た 。 農 家 サ イ ド で は 今 な お 薬

剤 使 用 に 頼 る 飼 養 形 態 が 実 情 と な っ て い る が 、 今 ま で の 成 績 を わ か

り や す く 農 家 へ フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り 、抗 菌 剤 の 適 正 使 用 、

さ ら に は 慎 重 使 用 の 指 導 に 活 用 し て い き た い 。 今 後 は 抗 菌 剤 使 用 実

態 と の 比 較 と 整 合 性 、 病 畜 由 来 耐 性 菌 株 と の 比 較 、 遺 伝 子 レ ベ ル で

の 解 析 の 実 施 な ど を 考 え て お り 、 耐 性 菌 増 加 の 因 果 関 係 や 耐 性 獲 得

の 条 件 の 解 明 、 疫 学 情 報 の 取 得 等 に 近 づ け れ ば と 思 っ て い る 。 本 調

査 は 今 後 も 継 続 す る が 、 成 績 の 有 効 活 用 を 考 え な が ら 進 め て い こ う

と 思 う 。  

 

                                


